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ションペーパーも、質問に選択肢で回答する形のものを
入れておけば、集計した数字が、ある部分では変化や成
果を見る事の出来る資料になったかもしれないと思う。
アンケートなどで「数値化」することも今後の課題とし
ていきたい。
3．終わりに
【学ぶ、読解する（例えば、いじめはいけない、という
テーマを理解する）→　行動は変わらない（いじめをや
めない）】
ではなく、
【学ぶ、読解する→行動が変わる、生き方が変わる】
とするためにはどうすればよいか、というのが私の授業
を考える出発点であった。
長く勤めた教育現場では、研修会や研究授業後の研究
協議会で話題にされるのが授業の進め方等の指導方法ば
かりで、それを生活の中でどう行動に移すか、行動に移
す力をどうつけるかという視点で議論されることはあま
りなかった。
私は特にこどもたちに向き合う大人たち（保育者、教
育者、さまざまな指導者等々）には、その視点を持って
現場に立ってほしいと思う。そうでなければ、子どもた
ちの学びはただ指導者から「知識」として教え込まれる
ばかりで、「行動する力」「生きる力」にならないまま終
わってしまうことになりかねない。
学んだことが「行動する力」「生きる力」になるために
は、保育者がどういう視点を持ち、どんなからだで子ど
もたちと向き合い、どんなことばで働きかけるかが重要
である。保育現場の子どもたちは、目の前の保育者を見
て学び育っていく。保育者自身が開かれたからだで相手
に言葉を届かせたとき、子どもたちもこころとからだを
開き、深く学ぶことが出来るのだ。そして自由な表現が
出来るようになり、違う表現の他者を認めるようになっ
ていく。
はじめに書いたように、「要録」や園だよりなどを書く
力として言葉の知識は必要なものだが、保育者として最
も大切なことは、子どもたちときちんと向き合うことが
できるということである。授業では、「コミュニケーショ
ン能力」を高め、「他者を尊重する心」「人と向き合うか
らだ」「行動できるからだ」を育むために、「国語」と「ク
リエイティブドラマ」という二つの方向からのアプロー
チを考えてきた。換言すると、「知識としての言葉」では
なく、「コミュニケーションのひとつのツール（他者への
働きかけという意味での）」として「ことば」を考えるこ
と、「相手を受け止め相手に働きかけるからだ」「行動す
るからだ」を育むことを二つの授業で試みてきた。
その目的を考えていくと、「国語」は「ことばとコミュ
ニケーション」という部分に特化したもの、また、「クリ
エイテブドラマ」は「身体と表現」という視点で進める
科目として考えていったほうが、より深めていけるので
はないかと思う。
そして授業をさらに工夫して、「私は決してあなたがど
んなことをしても受け止めるよということを伝えたい」
という最後に引用したＨ子のような思いを持った学生た
ちを、私は全力で応援したいと思う。
《注》
 1）平成25年8月4日　日本演劇教育連盟主催　第62回全国
演劇教育研究集会の記念上演として、調布市立第六中学
校演劇部が上演した舞台のプライベートDVDである。
2）花輪充「領域『表現』とは」（田澤里喜編『保育・幼児教
育シリーズ　表現の指導法』玉川大学出版部2014、p.11）
